
(57)【要約】

【課題】本発明は簡単な構造で、コネクタの低背化が可

能なカードコネクタ１０を提供する。

【解決手段】本目的は少なくとも２枚以上のカード６０

と接続するカードコネクタ１０において、カード６０数

に対応するコンタクト１４と、少なくとも２枚以上のカ

ード６０が設置可能なトレイ１６と、トレイ１６が入る

１つの嵌合口２０を有するとともに前記コンタクト１４

が保持・配列されるハウジング１２とを備えることによ

り達成でき、４枚のカード６０と接続するカードコネク

タ１０においては４種類のコンタクト１４と、４枚のカ

ード６０が設置可能なカード装着部２２を有するトレイ

１６と、トレイ１６が入る１つの嵌合口２０を有すると

ともに４種類のコンタクト１４が保持・配列されるハウ

ジング１２とを備えることで達成できる。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド と 接 続 す る カ ー ド コ ネ ク タ に お い て 、
　 前 記 カ ー ド 数 に 対 応 す る コ ン タ ク ト と 、 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド が 設 置 可 能 な ト レ
イ と 、 該 ト レ イ が 入 る １ つ の 嵌 合 口 を 有 す る と と も に 前 記 コ ン タ ク ト が 保 持 ・ 配 列 さ れ る
ハ ウ ジ ン グ と を 備 え る カ ー ド コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
４ 枚 の カ ー ド と 接 続 す る カ ー ド コ ネ ク タ に お い て 、
　 ４ 種 類 の コ ン タ ク ト と 、 ４ 枚 の カ ー ド が 設 置 可 能 な カ ー ド 装 着 部 を 有 す る ト レ イ と 、 該
ト レ イ が 入 る １ つ の 嵌 合 口 を 有 す る と と も に ４ 種 類 の 前 記 コ ン タ ク ト が 保 持 ・ 配 列 さ れ る
ハ ウ ジ ン グ と を 備 え る カ ー ド コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ト レ イ に は １ 枚 の カ ー ド し か 設 置 で き な い よ う に 各 カ ー ド の 一 部 が ラ ッ プ す る よ う な
位 置 関 係 に カ ー ド 装 着 部 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の カ ー ド コ ネ ク タ
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ト レ イ に は 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド が ラ ッ プ し な い よ う に 設 置 可 能 な 位 置 関 係 に
カ ー ド 装 着 部 を 設 け る と と も に 使 用 す る カ ー ド を 認 識 す る 機 構 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の カ ー ド コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 嵌 合 口 側 に 、 前 記 ト レ イ の 飛 び 出 し を 防 止 す る ス ト ッ パ ー 手 段 を 設 け る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 、 ４ 記 載 の カ ー ド コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ト レ イ が 装 着 さ れ た 状 態 で 、 前 記 ト レ イ を 押 す こ と で 前 記 ト レ イ が あ る 程 度 抜 去 で き
る 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ 項 の う ち い ず れ か １ 項 記 載 の カ ー ド コ ネ
ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 機 器 内 の 電 子 ・ 電 気 機 器 や プ リ ン タ ー や カ ー ド リ ー ダ に 使 用 さ れ る カ ー ド コ
ネ ク タ に 関 す る も の で 、 特 に ト レ イ を 用 い る こ と で カ ー ド コ ネ ク タ を 低 背 化 し た 構 造 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 種 々 の 情 報 の 媒 体 と な る 異 な る カ ー ド が 存 在 し 、 コ ネ ク タ を 情 報 機 器 に 取 り 付 け
、 コ ネ ク タ を 介 し て 媒 体 の 蓄 積 情 報 の 取 り 出 し ま た は 蓄 積 を 行 な っ て い る 。
　 ま た 、 カ ー ド と の 接 続 に あ た っ て は 、 コ ネ ク タ に 所 要 数 の カ ー ド が 挿 入 で き る 複 数 の 嵌
合 口 を 設 け 、 該 嵌 合 口 内 に コ ン タ ク ト の 接 触 部 を 突 出 さ せ 、 該 接 触 部 と 前 記 カ ー ド が 接 触
す る こ と で 電 気 的 導 通 が 得 ら れ る 構 造 に な っ て い る 。
　 こ の 種 の カ ー ド コ ネ ク タ の 場 合 に は 、 所 要 数 の カ ー ド 数 分 だ け の 嵌 合 口 を 設 け る と か 、
複 数 の カ ー ド を 同 一 嵌 合 口 で 対 応 さ せ る こ と が 考 え ら れ る 。 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ４ や 特
許 文 献 ２ の 図 ８ の よ う に カ ー ド が 挿 入 で き る 嵌 合 口 を ２ 段 に 配 置 し た も の や 特 許 文 献 ３ の
よ う に 複 数 の カ ー ド が 挿 入 で き る 嵌 合 口 を 有 す る コ ネ ク タ 等 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ７ ９ １ ７ の 要 約 に よ る と 、 カ ー ド を 複 数 段 挿 入 で き 、
基 板 の 占 有 面 積 が 小 さ く 、 容 易 に 複 数 段 の コ ン タ ク ト を 基 板 に 接 続 で き る メ モ リ ー カ ー ド
用 コ ネ ク タ の コ ン タ ク ト 配 列 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し 、 例 え ば 、 ２ 枚 の カ ー ド が 着
脱 自 在 に 挿 入 さ れ る メ モ リ ー カ ー ド 用 コ ネ ク タ で あ っ て 、 ２ 枚 の カ ー ド が 挿 入 さ れ る 挿 入
口 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 こ の ハ ウ ジ ン グ に 保 持 ・ 固 定 さ れ る コ ン タ ク ト と か ら な る 該 メ
モ リ ー カ ー ド 用 コ ネ ク タ の コ ン タ ク ト 配 列 方 法 に お い て 、 上 段 に 挿 入 さ れ る カ ー ド と 接 触
す る コ ン タ ク ト を 該 ハ ウ ジ ン グ の 幅 方 向 両 側 に 突 出 さ せ る と 共 に 基 板 の パ タ ー ン に 接 続 可
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能 に 配 置 す る 構 造 の も の が 開 示 さ れ て い る 。 図 １ の よ う に 、 カ ー ド が 挿 入 で き る 嵌 合 口 が
２ 段 に 配 置 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ １ ７ ０ ９ の 要 約 に よ る と 、 厚 み の 異 な る 複 数 の メ モ リ
ー カ ー ド を 同 一 の コ ネ ク タ に 選 択 的 に 挿 入 し て 情 報 機 器 を 操 作 す る こ と を 目 的 と し 、 コ ネ
ク タ 本 体 は 左 右 側 壁 及 び 奥 壁 よ り な り 、 左 右 側 壁 に は 使 用 さ れ る メ モ リ ー カ ー ド の 側 壁 に
合 わ せ た 受 容 部 が そ の 全 長 に 亘 っ て 形 成 さ れ 、 側 壁 の 内 側 面 に は カ ー ド 識 別 端 子 が 複 数 段
配 置 さ れ 、 奥 壁 に は カ ー ド の 蓄 積 情 報 を 取 り 出 し 、 叉 は カ ー ド に 電 子 情 報 を 書 き 込 む た め
の 端 子 が 適 宜 配 置 さ れ 、 通 常 の 書 込 み 禁 止 の た め の 保 護 端 子 が 他 側 の 側 壁 の 適 所 に 配 置 さ
れ 、 カ ー ド 識 別 端 子 は ば ね 状 の 金 属 帯 片 か ら な り 、 複 数 段 に 亘 っ て コ ン タ ク ト の 一 側 壁 に
配 置 さ れ る と と も に 、 夫 々 の 識 別 端 子 の 接 触 に よ り カ ー ド の 存 在 を 識 別 す る 識 別 タ ブ が 、
カ ー ド を 挿 入 し な い 状 態 で は 端 子 と 離 間 し て 、 側 壁 内 に 配 置 さ れ て い る 構 造 の も の が 開 示
さ れ て い る 。 図 ７ や 図 ８ の よ う に カ ー ド が 挿 入 で き る 嵌 合 口 が ２ 段 に 配 置 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 ３ 】 特 願 ２ ０ ０ ４ － ３ ０ ７ ７ ９ ４ の 要 約 に よ る と 、 簡 単 な 構 造 で 、 １ 枚 の カ ー
ド が 挿 入 さ れ る と 他 の カ ー ド の 挿 入 を 防 止 で き る と と も に 、 小 型 化 も で き 、 基 板 の 回 路 設
計 上 も 制 限 な く 、 高 密 度 化 に も 支 障 が な く 、 筐 体 設 計 も し 易 く 、 カ ー ド の 抜 去 も し 易 い カ
ー ド コ ネ ク タ を 提 供 せ ん と す る こ と を 目 的 と し 、 複 数 の メ モ リ カ ー ド が 着 脱 自 在 に 挿 抜 さ
れ る カ ー ド コ ネ ク タ で あ っ て 、 複 数 の メ モ リ カ ー ド の 接 続 部 と 接 触 す る 複 数 の コ ン タ ク ト
と 、 複 数 の メ モ リ カ ー ド が 挿 入 さ れ る 複 数 の 挿 入 口 を 有 す る と と も に コ ン タ ク ト が 配 列 ・
保 持 さ れ る ハ ウ ジ ン グ と を 備 え る カ ー ド コ ネ ク タ に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ の 所 定 の 位 置 に 、
複 数 の 挿 入 口 の 一 部 を 形 成 す る 所 要 数 の ス ラ イ ダ ー と ス ラ イ ダ ー を 移 動 可 能 に 固 定 す る 所
要 数 の ホ ル ダ ー と を 配 置 し 、 ス ラ イ ダ ー に よ り １ 種 の メ モ リ カ ー ド し か 挿 入 で き な い よ う
に す る 構 造 の も の が 開 示 さ れ て い る 。 図 １ の よ う に ５ 枚 の カ ー ド が 挿 入 で き る 嵌 合 口 が 適
宜 配 置 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 ４ 】 特 願 ２ ０ ０ ４ － ３ ２ １ ６ ４ ５ の 要 約 に よ る と 、 基 板 設 計 や コ ネ ク タ 設 計 の
自 由 度 を 制 限 さ れ る こ と な く 、 コ ン タ ク ト の 接 続 部 の 配 置 が 複 雑 に な ら ず 、 コ ネ ク タ 組 立
性 や 客 先 で の 実 装 性 が よ い カ ー ド コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し 、 複 数 枚 の カ ー ド が
挿 抜 さ れ る カ ー ド コ ネ ク タ で あ っ て 、 カ ー ド と 接 触 す る 接 触 部 を 有 す る 所 要 数 の コ ン タ ク
ト と 、 コ ン タ ク ト が 保 持 ・ 配 列 さ れ る と と も に カ ー ド が 挿 入 さ れ る １ 又 は 複 数 の 嵌 合 口 を
有 す る ハ ウ ジ ン グ と を 備 え る カ ー ド コ ネ ク タ に お い て 、 コ ン タ ク ト に は 少 な く と も ２ 以 上
の カ ー ド と 接 触 す る 接 触 部 を 備 え 、 同 一 コ ン タ ク ト で 少 な く と も ２ 以 上 の カ ー ド と 接 触 可
能 に す る 構 造 の も の が 開 示 さ れ て い る 。 図 １ の よ う に 、 共 用 化 し て い る 部 分 は あ る が 、 カ
ー ド が 挿 入 で き る 嵌 合 口 が ２ 段 に 配 置 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 情 報 機 器 の 小 型 化 が 進 み 、 基 板 や カ ー ド の 小 型 化 も 進 む 中 、 基 板 の 占 有 面 積 に も
限 り が あ る 。 基 板 の 占 有 面 積 の 制 限 は 、 必 然 的 に 基 板 の 複 数 化 と な り 、 ま た 、 複 数 の メ モ
リ ー カ ー ド を 交 換 す る 際 に 、 別 々 の コ ネ ク タ を 用 意 し て お く こ と は 、 情 報 機 器 を 大 型 化 す
る こ と に な り 、 携 帯 等 に 不 便 で あ る 。
　 特 に 、 高 さ 方 向 に 制 限 が あ る 場 合 に は 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ ～ ４ の よ う な 構 造 の も の で
は 、 カ ー ド が 挿 入 で き る 嵌 合 口 を 複 数 段 重 ね て い る た め 、 コ ネ ク タ の 低 背 化 が 出 来 な い と
い っ た 課 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 厚 み の 相 違 す る 複 数 の カ ー ド を 同 一 嵌 合 口 で 対 応 す る 構 造 の も の で は 、 カ ー ド の
幅 や カ ー ド の 挿 入 方 向 の 長 さ が 相 違 し 、 構 造 が 複 雑 化 し て し ま う 。
　 さ ら に 、 カ ー ド の 種 類 に よ っ て は 、 カ ー ド の 長 手 寸 法 が 短 い た め に 、 通 常 の ス ロ ッ ト 方
式 で は 挿 入 ・ 抜 去 が し 難 い と 言 っ た 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 簡 単 な 構 造 で 、 コ ネ ク タ
の 低 背 化 が 可 能 な カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ を 提 供 せ ん と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 は 、 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド ６ ０ と 接 続 す る カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ に お い て
、 前 記 カ ー ド ６ ０ 数 に 対 応 す る コ ン タ ク ト １ ４ と 、 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド ６ ０ が 設
置 可 能 な ト レ イ １ ６ と 、 該 ト レ イ １ ６ が 入 る １ つ の 嵌 合 口 ２ ０ を 有 す る と と も に 前 記 コ ン
タ ク ト １ ４ が 保 持 ・ 配 列 さ れ る ハ ウ ジ ン グ １ ２ と を 備 え る こ と に よ り 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 は 、 ４ 枚 の カ ー ド ６ ０ と 接 続 す る カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ に お い て は 、 ４ 種 類 の コ
ン タ ク ト １ ４ と 、 ４ 枚 の カ ー ド ６ ０ が 設 置 可 能 な カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 有 す る ト レ イ １ ６ と
、 該 ト レ イ １ ６ が 入 る １ つ の 嵌 合 口 ２ ０ を 有 す る と と も に ４ 種 類 の 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ が
保 持 ・ 配 列 さ れ る ハ ウ ジ ン グ １ ２ と を 備 え る こ と に よ り 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 ト レ イ １ ６ に は １ 枚 の カ ー ド ６ ０ し か 設 置 で き な い よ う に 各 カ ー ド ６ ０ の 一 部 が ラ
ッ プ す る よ う な 位 置 関 係 に カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 設 け る 。 そ の 他 の 構 造 で も １ 枚 の カ ー ド ６
０ し か 設 置 で き な い よ う に す る こ と が 可 能 で あ り 、 セ ン サ ー や カ ー ド 認 識 の 金 属 ば ね ス イ
ッ チ や 金 属 ド ー ム ス イ ッ チ な ど を 挙 げ る こ と が で き 、 コ ス ト や 組 立 し 易 さ を 考 慮 す る と 金
属 ば ね ス イ ッ チ が 好 ま し い 。
　 ま た 、 前 記 ト レ イ １ ６ に は 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド ６ ０ が ラ ッ プ し な い よ う に 設 置
可 能 な 位 置 関 係 に カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 設 け る と と も に 使 用 す る カ ー ド ６ ０ を 認 識 す る 機 構
を 設 け る 。 即 ち 、 複 数 の カ ー ド ６ ０ を 設 置 し た 場 合 に 、 使 用 す る カ ー ド ６ ０ を 認 識 す る 機
構 と し て は 、 セ ン サ ー や カ ー ド 認 識 の 金 属 ば ね ス イ ッ チ や 金 属 ド ー ム ス イ ッ チ な ど を 挙 げ
る こ と が で き 、 コ ス ト や 組 立 し 易 さ を 考 慮 す る と 金 属 ば ね ス イ ッ チ が 好 ま し い 。
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 嵌 合 口 ２ ０ 側 に 、 前 記 ト レ イ １ ６ の 飛 び 出 し を 防 止 す る ス ト ッ パ
ー 手 段 を 設 け る 。
　 さ ら に 、 前 記 ト レ イ １ ６ が 装 着 さ れ た 状 態 で 、 前 記 ト レ イ １ ６ を 押 す こ と で 前 記 ト レ イ
１ ６ が あ る 程 度 抜 去 で き る 機 構 を 有 す る 。 抜 去 で き る 機 構 と し て は 、 コ イ ル ば ね １ ８ と ハ
ー ト カ ム を 使 用 し た 方 法 や イ ジ ェ ク タ ー レ バ ー ・ ス ラ イ ダ ー を 使 用 し た 方 法 な ど を 挙 げ る
こ と が で き 、 コ ス ト や 組 立 し 易 さ 、 コ ネ ク タ の 小 型 化 を 考 慮 す る と コ イ ル ば ね １ ８ と ハ ー
ト カ ム を 使 用 す る 方 法 が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ に よ る と 、 次 の よ う な 優
れ た 顕 著 な 効 果 が 得 ら れ る 。
（ １ ） 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド ６ ０ と 接 続 す る カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ に お い て 、 前 記 カ
ー ド ６ ０ 数 に 対 応 す る コ ン タ ク ト １ ４ と 、 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド ６ ０ が 設 置 可 能 な
ト レ イ １ ６ と 、 該 ト レ イ １ ６ が 入 る １ つ の 嵌 合 口 ２ ０ を 有 す る と と も に 前 記 コ ン タ ク ト １
４ が 保 持 ・ 配 列 さ れ る ハ ウ ジ ン グ １ ２ と を 備 え て い る の で 、 ト レ イ １ ６ に 複 数 の カ ー ド ６
０ を 設 置 し 、 前 記 ト レ イ １ ６ を １ つ の 嵌 合 口 ２ ０ 内 に 挿 入 す る だ け で 容 易 に カ ー ド ６ ０ と
コ ン タ ク ト １ ４ と の 接 続 が 図 れ 、 コ ネ ク タ の 低 背 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ２ ） ４ 枚 の カ ー ド ６ ０ と 接 続 す る カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ に お い て は 、 ４ 種 類 の コ ン タ ク ト
１ ４ と 、 ４ 枚 の カ ー ド ６ ０ が 設 置 可 能 な カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 有 す る ト レ イ １ ６ と 、 該 ト レ
イ １ ６ が 入 る １ つ の 嵌 合 口 ２ ０ を 有 す る と と も に ４ 種 類 の 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ が 保 持 ・ 配
列 さ れ る ハ ウ ジ ン グ １ ２ と を 備 え て い る の で 、 ト レ イ １ ６ に ４ 枚 の カ ー ド ６ ０ を 設 置 し 、
前 記 ト レ イ １ ６ を １ つ の 嵌 合 口 ２ ０ 内 に 挿 入 す る だ け で 容 易 に カ ー ド ６ ０ と コ ン タ ク ト １
４ と の 接 続 が 図 れ 、 コ ネ ク タ の 低 背 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ３ ） 前 記 ト レ イ １ ６ に は １ 枚 の カ ー ド ６ ０ し か 設 置 で き な い よ う に 各 カ ー ド ６ ０ の 一 部
が ラ ッ プ す る よ う な 位 置 関 係 に カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 設 け て い る の で 、 前 記 ト レ イ １ ６ に は
１ つ の カ ー ド ６ ０ し か 設 置 で き な い た め 簡 単 な 構 造 で カ ー ド ６ ０ を コ ン ト ロ ー ル す る Ｉ Ｃ
に エ ラ ー が 発 生 す る こ と が な く 、 安 定 し た カ ー ド ６ ０ と の 接 続 が 図 れ る 。
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（ ４ ） 前 記 ト レ イ １ ６ に は 少 な く と も ２ 枚 以 上 の カ ー ド ６ ０ が ラ ッ プ し な い よ う に 設 置 可
能 な 位 置 関 係 に カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 設 け る と と も に 使 用 す る カ ー ド ６ ０ を 認 識 す る 機 構 を
設 け て い る の で 、 複 数 の カ ー ド ６ ０ を 同 時 に 挿 入 し て も 使 用 す る カ ー ド ６ ０ を 限 定 す る 構
造 の た め 簡 単 な 構 造 で カ ー ド ６ ０ を コ ン ト ロ ー ル す る Ｉ Ｃ に エ ラ ー が 発 生 す る こ と が な く
、 安 定 し た カ ー ド ６ ０ と の 接 続 が 図 れ る 。
（ ５ ） 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 嵌 合 口 ２ ０ 側 に 、 前 記 ト レ イ １ ６ の 飛 び 出 し を 防 止 す る ス ト
ッ パ ー 手 段 を 設 け て い る の で 、 前 記 ト レ イ １ ６ が 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら 外 れ る こ と が な
く 、 前 記 ト レ イ １ ６ や 前 記 カ ー ド ６ ０ の 破 損 に 繋 が る こ と が な い 。
（ ６ ） 前 記 ト レ イ １ ６ が 装 着 さ れ た 状 態 で 、 前 記 ト レ イ １ ６ を 押 す こ と で 前 記 ト レ イ １ ６
が あ る 程 度 抜 去 で き る 機 構 を 有 し て い る の で 、 容 易 に 前 記 ト レ イ １ ６ を 抜 去 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ か ら 図 ６ に 基 づ い て 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ （ Ａ ） は 本 発 明 の コ ネ ク タ を 嵌 合 口 側 か ら み た 斜 視 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 本 発 明 の コ ネ
ク タ を 嵌 合 口 の 反 対 側 よ り み た 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） は ト レ イ を 抜 い た 状 態 の 本 発 明
の コ ネ ク タ を 嵌 合 口 側 か ら み た 斜 視 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は ト レ イ を 抜 い た 状 態 の 本 発 明 の コ
ネ ク タ を 嵌 合 口 の 反 対 側 よ り み た 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ （ Ａ ） は ト レ イ の 斜 視 図 で あ り 、 （
Ｂ ） は ト レ イ に １ 枚 の カ ー ド ６ ０ を 設 置 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ （ Ａ ） は ト レ イ の
斜 視 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は ト レ イ に 複 数 の カ ー ド ６ ０ を 設 置 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ５
は ト レ イ を 引 き 抜 い た 状 態 の 本 発 明 の 嵌 合 口 方 向 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は ト レ イ の
プ ッ シ ュ ア ウ ト を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
　 本 発 明 の カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ は 、 主 に 複 数 の コ ン タ ク ト １ ４ と ハ ウ ジ ン グ １ ２ と ト レ イ
１ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 構 成 部 品 を 説 明 す る 前 に 、 カ ー ド ６ ０ に つ い て 説 明 す る 。 前 記 カ ー ド ６ ０ は プ リ ン タ ー
や カ ー ド リ ー ダ 等 に 使 用 さ れ る も の で あ っ て 、 前 記 カ ー ド ６ ０ に は 主 に コ ン タ ク ト １ ４ の
接 触 部 ２ ４ と 接 触 す る 接 触 部 と 該 接 触 部 か ら 回 路 へ 繋 が る パ タ ー ン と 該 パ タ ー ン 上 に 搭 載
さ れ た Ｉ Ｃ や Ｃ Ｐ Ｕ と 接 続 す る 接 続 部 と を 備 え て い る 。 本 発 明 の カ ー ド コ ネ ク タ ０ に 使 用
さ れ る カ ー ド ６ ０ と し て は 、 マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド （ 登 録 商 標 ） 、 Ｓ Ｄ カ ー ド （ Secure　
Digital　 memory　 card、 登 録 商 標 ） 、 Mini－ Ｓ Ｄ カ ー ド （ Mini　 Secure　 Digital　 memo
ry　 card、 登 録 商 標 ） 、 メ モ リ ー ス テ ィ ッ ク （ 登 録 商 標 ） 、 ス マ ー ト メ デ ィ ア （ 登 録 商 標
） 、 コ ン パ ク ト フ ラ ッ シ ュ （ 登 録 商 標 ） 、 ｘ Dカ ー ド （ 登 録 商 標 ） 、 RS－ MMCカ ー ド （ Redu
ce Size MMC card、 登 録 商 標 ） 、 Transflashカ ー ド （ 登 録 商 標 ） 、 Sカ ー ド （ S card、 登
録 商 標 ） な ど の よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ あ る い は メ モ リ ー 用 の Ｉ Ｃ が 内 臓 さ れ た Ｉ Ｃ カ ー ド が 挙 げ
ら れ る 。
　 本 実 施 例 の カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ で は 、 前 記 ト レ イ １ ６ に Mini-SDカ ー ド と RS-MMCカ ー ド
と Transflashカ ー ド と Sカ ー ド と を 設 置 で き る も の で 、 Mini-SDカ ー ド と RS-MMCカ ー ド は ど
ち ら か 一 方 が 設 置 で き る 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の ポ イ ン ト で あ る ト レ イ １ ６ に つ い て 説 明 す る 。 こ の ト レ イ １ ６ は 電 気 絶
縁 性 の プ ラ ス チ ッ ク で あ り 、 公 知 技 術 の 射 出 成 形 に よ っ て 製 作 さ れ 、 こ の 材 質 と し て は 寸
法 安 定 性 や 加 工 性 や コ ス ト 等 を 考 慮 し て 適 宜 選 択 す る が 、 一 般 的 に は ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ
タ レ ー ト （ Ｐ Ｂ Ｔ ） や ポ リ ア ミ ド （ ６ ６ Ｐ Ａ 、 ４ ６ Ｐ Ａ ） や 液 晶 ポ リ マ ー （ Ｌ Ｃ Ｐ ） や ポ
リ カ ー ボ ネ ー ト （ Ｐ Ｃ ） や こ れ ら の 合 成 材 料 を 挙 げ る こ と が で き る 。
　 前 記 ト レ イ １ ６ は 挿 入 完 了 し た 状 態 で 、 前 記 ト レ イ １ ６ を 引 き 易 く す る た め に ０ ． ５ ～
２ ｍ ｍ 程 度 突 出 さ せ 、 挿 入 完 了 状 態 で は 前 記 ト レ イ １ ６ が 衝 撃 等 で 抜 け 難 く す る た め に 金
属 ば ね や 樹 脂 ば ね 等 を 使 用 し た 係 合 手 段 を 幅 方 向 両 側 に 設 け て い る 。
　 前 記 ト レ イ １ ６ に は 、 複 数 の カ ー ド ６ ０ が 設 置 で き る カ ー ド 装 着 部 ２ ２ が 設 け ら れ て い
る 。 前 記 カ ー ド 装 着 部 ２ ２ の 形 状 は 設 置 さ れ る カ ー ド ６ ０ の 形 状 に 合 わ せ る こ と で 誤 設 置
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が な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ の 実 施 例 に お け る 前 記 カ ー ド 装 着 部 ２ ２ の 配 列 と し て は 、 使 用 す る カ ー ド ６ ０ の み
し か 設 置 で き な い よ う に カ ー ド ６ ０ の 一 部 分 が ラ ッ プ す る よ う に し 、 コ ネ ク タ の 小 型 化 （
基 板 占 有 面 積 の 縮 小 化 ） や 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ の 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ へ の 保 持 ス ペ ー ス 等
を 考 慮 し て 適 宜 設 計 し て い る 。 本 実 施 例 で は 嵌 合 口 ２ ０ 側 に Mini-SDカ ー ド か RS-MMCカ ー
ド が 入 る カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 、 嵌 合 口 ２ ０ と 反 対 側 に Transflashカ ー ド と Sカ ー ド が 幅 方
向 に 並 行 に 入 る よ う に カ ー ド 装 着 部 ２ ２ を 設 け て い る 。 そ れ ぞ れ の カ ー ド 装 着 部 ２ ２ は そ
れ ぞ れ に 設 置 さ れ る カ ー ド ６ ０ よ り ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 程 度 大 き く し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ の 実 施 例 に お け る 前 記 カ ー ド 装 着 部 ２ ２ の 配 列 と し て は 、 複 数 の カ ー ド ６ ０ が 設 置
で き る よ う に カ ー ド ６ ０ は ラ ッ プ し な い よ う に し 、 コ ネ ク タ の 小 型 化 （ 基 板 占 有 面 積 の 縮
小 化 ） や 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ の 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ へ の 保 持 ス ペ ー ス 等 を 考 慮 し て 適 宜 設
計 し て い る 。 ま た 、 使 用 す る カ ー ド ６ ０ を 認 識 す る た め に 、 セ ン サ ー 等 の 機 構 を 有 す る 構
造 に し て い る 。 配 列 は 図 ３ の 実 施 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に つ い て 説 明 す る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 電 気 絶 縁 性 の プ ラ ス チ
ッ ク で あ り 、 公 知 技 術 の 射 出 成 形 に よ っ て 製 作 さ れ 、 こ の 材 質 と し て は 寸 法 安 定 性 や 加 工
性 や コ ス ト 等 を 考 慮 し て 適 宜 選 択 す る が 、 一 般 的 に は ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｂ
Ｔ ） や ポ リ ア ミ ド （ ６ ６ Ｐ Ａ 、 ４ ６ Ｐ Ａ ） や 液 晶 ポ リ マ ー （ Ｌ Ｃ Ｐ ） や ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
（ Ｐ Ｃ ） や こ れ ら の 合 成 材 料 を 挙 げ る こ と が で き る 。 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に は 、 前 記 ト レ
イ １ ６ が 挿 入 で き る １ つ の 嵌 合 口 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 嵌 合 口 ２ ０ の 大 き さ は 前 記
ト レ イ １ ６ が 挿 入 で き る 大 き さ で あ れ ば よ く 、 前 記 ト レ イ １ ６ が 挿 入 完 了 し た 状 態 で カ ー
ド ６ ０ に 対 応 す る 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ の 接 触 部 ２ ４ と 安 定 し た 接 続 が で き る よ う に 適 宜 設
計 し て い る 。 前 記 嵌 合 口 ２ ０ 内 に は 、 複 数 の 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ の 接 触 部 ２ ４ が 前 記 ト レ
イ １ ６ が 挿 入 完 了 し た 状 態 の 対 応 す る 前 記 カ ー ド ６ ０ と 対 応 す る 位 置 に 突 出 す る よ う に 保
持 ・ 配 列 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に は 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ を 保 持 ・ 配 列 す
る た め の 所 要 数 の 挿 入 孔 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 嵌 合 口 ２ ０ 側 に 、 前 記 ト レ イ １ ６ の 飛 び 出 し を 防 止 す る ス ト ッ パ
ー 手 段 が 設 け ら れ て い る 。 図 示 は し な い が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 嵌 合 口 ２ ０ 付 近 に 孔 を
設 け 、 該 孔 に 金 属 製 若 し く は プ ラ ス チ ッ ク 製 の 部 材 を 挿 入 ・ 突 出 さ せ る 。 前 記 ト レ イ １ ６
の 所 定 の 位 置 に 凸 部 を 設 け て 、 前 記 部 材 と 前 記 凸 部 と が 引 っ 掛 か る 構 造 に す る こ と で 、 ス
ト ッ パ ー に し て い る 。 前 記 部 材 と 前 記 凸 部 の 位 置 関 係 及 び 大 き さ は 、 前 記 ト レ イ １ ６ を 引
き 抜 い た 際 に 抜 け 落 ち る こ と が な く 、 か つ 、 前 記 ト レ イ １ ６ に 前 記 カ ー ド ６ ０ が 装 着 で き
る よ う に 適 宜 設 計 す る 。 前 記 部 材 を 別 部 品 と し て 説 明 し た が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ と 一 体
で あ っ て も よ い 。 前 記 ス ト ッ パ ー 手 段 と し て は 、 バ ラ ン ス を 考 え る と 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２
の 幅 方 向 両 側 に 設 け る こ と が 望 ま し い が 、 ど ち ら か 一 方 で あ っ て も 役 割 を 満 足 す れ ば よ い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 最 後 に 、 コ ン タ ク ト １ ４ に つ い て 説 明 す る 。 こ の コ ン タ ク ト １ ４ は 金 属 製 で あ り 、 公 知
技 術 の プ レ ス 加 工 に よ っ て 製 作 さ れ 、 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ の 材 質 と し て は バ ネ 性 や 導 電 性
な ど が 要 求 さ れ る の で 、 黄 銅 や ベ リ リ ウ ム 銅 や リ ン 青 銅 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
　 前 記 コ ン タ ク ト １ ４ と も に 、 少 な く と も 前 記 カ ー ド ６ ０ に 接 触 す る 接 触 部 ２ ４ と 前 記 ハ
ウ ジ ン グ １ ２ に 固 定 さ れ る 固 定 部 と 基 板 に 接 続 す る 接 続 部 ２ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ に 基 づ い て 、 ト レ イ １ ６ の プ ッ シ ュ ア ウ ト 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ （ Ａ ） か ら
（ Ｉ ） は コ イ ル ば ね １ ８ の 先 端 が ハ ー ト カ ム 状 の 切 込 み 溝 ３ ０ を 移 動 す る 状 態 を 現 し た も
の で あ る 。 本 実 施 例 で は コ ス ト や 組 立 し 易 さ や コ ネ ク タ の 小 型 化 を 考 慮 し て 、 コ イ ル ば ね
１ ８ と ハ ー ト カ ム を 使 用 す る 方 法 を 使 用 し て い る 。 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 幅 方 向 の ど ち ら
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か 一 方 の 側 壁 に 、 略 カ ー ト 形 状 を し た 切 込 み 溝 ３ ０ を 設 け 、 該 切 込 み 溝 ３ ０ に コ イ ル ば ね
１ ８ の 先 端 を 係 合 さ せ て 、 コ イ ル ば ね １ ８ の 中 央 部 付 近 と 前 記 ト レ イ １ ６ が 接 す る よ う に
コ イ ル ば ね １ ８ の 逆 側 の 先 端 を 所 定 の 位 置 に 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 保 持 す る 。 前 記 ト レ イ
１ ６ が 挿 入 さ れ る 前 （ 抜 去 さ れ た 後 ） の 状 態 で は 、 前 記 コ イ ル ば ね １ ８ の 先 端 は X位 置 に
（ 図 ６ （ Ａ ） 及 び （ Ｉ ） の 状 態 ） あ り 、 前 記 ト レ イ １ ６ が 完 全 に 挿 入 さ れ た 状 態 で は 、 前
記 コ イ ル ば ね １ ８ の 先 端 は Y位 置 に （ 図 ６ （ Ｅ ） の 状 態 ） あ る 。 前 記 ト レ イ １ ６ を 抜 去 す
る 際 に は 前 記 ト レ イ １ ６ を 幾 分 押 す こ と で 、 前 記 コ イ ル ば ね １ ８ の 先 端 は 矢 印 「 Z」 側 を
通 り 、 前 記 コ イ ル ば ね １ ８ の 先 端 は X位 置 に 移 動 し 、 前 記 ト レ イ １ ６ は 前 記 コ イ ル ば ね １
８ の 弾 性 力 に よ っ て 抜 去 さ れ る 。 前 記 ト レ イ １ ６ を 挿 入 す る 際 に は 、 前 記 コ イ ル ば ね １ ８
を 前 記 ト レ イ １ ６ で 押 圧 す る こ と で 前 記 コ イ ル ば ね １ ８ の 先 端 は 矢 印 「 Z'」 側 を 通 り 、 前
記 コ イ ル ば ね １ ８ の 先 端 は Y位 置 に 移 動 し 、 前 記 ト レ イ １ ６ の 挿 入 が 完 了 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 活 用 例 と し て は 、 機 器 内 の 電 子 ・ 電 気 機 器 や プ リ ン タ ー や カ ー ド リ ー ダ に 使 用
さ れ る カ ー ド コ ネ ク タ １ ０ に 活 用 さ れ 、 特 に ト レ イ １ ６ を 用 い る こ と で カ ー ド コ ネ ク タ １
０ を 低 背 化 し た 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） 　 本 発 明 の コ ネ ク タ を 嵌 合 口 側 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。 （ Ｂ ） 　 本 発 明 の
コ ネ ク タ を 嵌 合 口 の 反 対 側 よ り み た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） 　 ト レ イ を 抜 い た 状 態 の 本 発 明 の コ ネ ク タ を 嵌 合 口 側 か ら み た 斜 視 図 で あ
る 。 （ Ｂ ） 　 ト レ イ を 抜 い た 状 態 の 本 発 明 の コ ネ ク タ を 嵌 合 口 の 反 対 側 よ り み た 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） 　 ト レ イ の 斜 視 図 で あ る 。 （ Ｂ ） 　 ト レ イ に １ 枚 の カ ー ド を 設 置 し た 状 態
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） 　 ト レ イ の 斜 視 図 で あ る 。 （ Ｂ ） 　 ト レ イ に 複 数 の カ ー ド を 設 置 し た 状 態
の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ト レ イ を 引 き 抜 い た 状 態 の 本 発 明 の 嵌 合 口 方 向 か ら み た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ト レ イ の プ ッ シ ュ ア ウ ト を 説 明 す る 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ ー ド コ ネ ク タ
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ン タ ク ト
　 １ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト レ イ
　 １ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ イ ル ば ね
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 嵌 合 口
　 ２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ ー ド 装 着 部
　 ２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接 触 部
　 ２ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接 続 部
　 ２ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 挿 入 孔
　 ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ ー ト カ ム 切 込 み 溝
　 ６ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ ー ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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